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健康寿命の延伸において重要な役割を担う、細胞内の品質管理機構「オートファジー」に着目し、日

常的な食事に含まれるカロテノイドによる活性化作用について検証を行った。従来の研究では、オー

トファジー活性を正確に測定できていないケースがあったため、本研究ではより定量性の高い評価手

法を用いて、カロテノイドがオートファジーに与える影響の再評価および作用メカニズムの解析を実

施した。複数のカロテノイドをスクリーニングした結果、これまで活性化作用があると報告されてい

た一部のカロテノイドでは明確なオートファジー活性が確認されなかった一方で、オートファジーを

活性化するカロテノイドを 1種同定した。また、その作用は、従来知られている主要な活性化経路と

は異なるメカニズムによるものであることが示唆された。本成果は、食品成分による効果を検証する

上で、正確かつ定量的な測定手法を用いることの重要性を示すものである。 
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